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円滑な移行のために、新システム移行前にお客様自身に準備いただく必要がある事項です。 

 

１．現行システム取引履歴の新システムへの引継ぎ 

新システムの取引履歴照会では移行前の現行システムにおける取引履歴は表示されません。 

お客様におかれましては、移行後も必要な現行システムにおける取引履歴については、現行シ

ステムにて照会のうえ、平成２５年１月１１日（金）までに保存いただくようお願いいたします。 
 

【現行システムにおける取引履歴照会】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①メイン画面より、取引履歴照会を選択します。

 

「照会区分」で照会する取引の区分を選択しま

す。 

「照会範囲指定」で照会する範囲を指定し、 

実行をクリックします。 

② 

②取引履歴が表示されます。 

 

表示されている履歴を印刷する場合は、印刷を

クリックします。 

 

※最大 100 件まで表示されます。 

 

個人インターネットバンキングシステム 

移行前にご確認ください 
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２．現行システムにおいて一度もログオンしていない場合 

現行システムでは、利用申込時にお客様にお届けいただいた利用登録用パスワード（数字４桁）

を使い、お客様がログオンパスワードを設定してからシステムにログオンしていただく仕組みで

す。新システムでは利用登録用パスワードが廃止され、最初にログオンするまでの事務手続きが

変更されます。現行システムにおいて一度もログオンされていないお客様は、移行までの間にロ

グオンパスワードの設定行い、念のためログオンしていただくようお願いいたします。 

万が一、移行までの間にログオンパスワードの設定を実施できなかった場合、当金庫所定の申

込書により初回ログインパスワードをお届けいただく手続きが必要となり、新システムを利用で

きるまで数日を要しますので予めご了承願います。現行システムにおけるログオンパスワードの

設定は、ブラウザ／モバイル、別々に必要となります。 

 

【現行システム（ブラウザ）】 
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【現行システム（モバイル）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．携帯電話の設定変更 

第三者による不正利用等の際、使用された携帯電話を直ちに特定できるようにするため、新シ

ステムはモバイルの「端末固有識別番号（キャリアによって名称が異なる）を通知する」設定を

必須としました。この初期設定値は多くの場合「通知する」となっておりますが、au および

SoftBank の携帯端末においてはお客様自身で「通知しない」が設定されている場合はログインで

きません。移行後に設定を変更することもできますが、円滑な移行のため事前のご確認をお願い

いたします。 

au においては工場出荷時の設定が「通知する」ですのでお客様が変更していない限り設定は不

要です。 

SoftBank においては一部の機種に工場出荷時の設定が「通知しない」になっているものがある

のでご確認ください。 

なお、ＮＴＴドコモの携帯端末については、ログイン時に「通知する」／「通知しない」をお

客様に都度確認する仕様となっているため設定は不要です。 

【参考】 

キャリア 端末固有識別番号の通知設定方法 

ａｕ ≪携帯からの設定方法≫ 

「EZ ﾎﾞﾀﾝ」→「ﾄｯﾌﾟﾒﾆｭｰ」→「au お客様ｻﾎﾟｰﾄ」→「申し込む/変更す

る」→「EZ 番号通知設定」→「設定する」→「契約時に設定した暗証

番号を入力」→「送信」→「通知するにﾁｪｯｸして送信」 

Ｓｏｆｔ 

Ｂａｎｋ 
≪携帯からの設定方法≫ 

「ﾒｲﾝﾒﾆｭｰ(端末の決定ﾎﾞﾀﾝ）」→「Yahoo!ｹｰﾀｲ」→「ﾌﾞﾗｳｻﾞ共通設定」→

「ｾｷｭﾘﾃｨ設定」→「製造番号通知で ON」 

以 上  

 

「サービス利用登録・変更」

を選択し、ＩＤ、利用登録用

パスワードを入力。 

「ログオンパスワード」登録

を選択。 

「ログオンパスワード」（英

字・数字組合せ６～１２桁）

を登録。 

お問合わせ先 

東京シティ信用金庫 業務部 

Tel：０３－３２７９－４６７０ 

受付時間：平日 9：00 ～ 17：00 


